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一

東
常
縁
か
ら
宗
祇
に
相
伝
さ
れ
た
古
今
伝
受
は
、
三
条
西
実
隆
・
近
衞
尚
通
・

肖
柏
に
相
伝
さ
れ
た
。
宗
祇
を
継
承
す
る
こ
れ
ら
の
古
今
伝
受
は
宗
祇
流
と
い
わ

れ
て
い
る
。
例
え
ば
島
津
忠
夫
氏
は
「
文
明
十
九
年
に
至
っ
て
、
実
隆
へ
の
伝
授

が
実
現
す
る
」
こ
と
に
つ
い
て
「
宗
祇
流
の
古
今
伝
受
が
完
成
す
る
こ
と
に
な
り
、

以
後
は
三
条
西
家
の
権
威
に
よ
っ
て
重
み
が
加
わ
っ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
」
と
さ
れ

た
。
新
井
栄
蔵
氏
は
『
日
本
古
典
文
学
大
事
典
』（
一
九
八
四
年　

岩
波
書
店
）
の

「
古
今
伝
授
」
の
項
目
で
、「
二
条
流
説
」
を
「
二
条
尭
恵
流
」
と
「
二
条
宗
祇
流
」

と
に
分
け
て
解
説
さ
れ
た
。
こ
こ
で
言
う
「
二
条
宗
祇
流
」
は
、
東
常
縁
か
ら
宗

祇
に
継
承
さ
れ
た
古
今
伝
受
を
さ
す
と
推
定
で
き
る
。

授
受
年
月
日
お
よ
び
授
受
書
類
一
式
が
ほ
ぼ
完
全
に
認
定
で
き
る
も
の
と
し

て
は
、
十
五
世
紀
後
期
に
、
頓
阿
か
ら
伝
わ
る
二
条
流
説
を
尭
孝
か
ら
伝
受

し
た
二
条
尭
恵
流
の
古
今
伝
授
と
、
尭
孝
に
教
え
を
受
け
、
藤
原
為
家
か
ら

東
家
に
伝
わ
る
二
条
流
説
を
東
常
縁
か
ら
伝
受
し
た
宗
祇
の
二
条
宗
祇
流
の

（
1
）

古
今
伝
授
と
が
認
め
ら
れ
る
。
た
だ
し
、こ
の
両
流
の
古
今
伝
授
の
教
説
が
、

中
世
初
期
以
来
の
二
条
家
の
伝
授
内
容
を
ど
う
取
り
込
ん
で
組
織
化
し
た
か

は
、
な
お
未
詳
で
あ
る
。

一
　『
古
秘
抄
』
に
含
ま
れ
る
「
内
外
表
裏
事
」

一
方
、
新
井
栄
蔵
氏
が
陽
明
文
庫
蔵
『
古
秘
抄
』
を
『
古
秘
抄
別
本
』
と
し
て

紹
介
し
、
宗
祇
流
「
裏
説
」
に
つ
い
て
論
じ
て
か
ら
、『
古
秘
抄
』
に
含
ま
れ
る

「
内
外
表
裏
事
」
は
宗
祇
流
「
裏
説
」
を
論
じ
る
際
の
基
本
資
料
と
さ
れ
て
い
る
。

国
文
学
研
究
資
料
館
の
論
文
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
「
宗
祇
流
」
を
検
索
す
る
と
、
新

井
氏
が
「
宗
祇
流
」
と
し
て
紹
介
し
「
裏
説
」
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
た
流
れ
を
汲

む
論
文
が
提
示
さ
れ
る
。
新
井
氏
は
『
古
秘
抄
』
に
つ
い
て
、『
図
書
寮
典
籍
解
題　

続
文
学
篇
』
を
引
用
し
て
「
後
水
尾
院
預
り
の
近
衞
流
伝
授
の
正
本
」
と
し
て
同

書
を
も
と
に
し
て
「
宗
祇
流
」
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
た
。

（
2
）

小

髙

道

子

二
つ
の
宗
祇
流

―
宗
祇
と
「
宗
祇
流
」
―
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二

『
解
題
』（
私
注
『
図
書
寮
典
籍
解
題　

続
文
学
篇
』）
は
後
水
尾
院
預
り
の
近

衞
流
伝
授
の
正
本
に
比
定
し
得
る
か
と
す
る
。
近
衞
流
伝
授
す
な
わ
ち
宗
祇

か
ら
近
衞
尚
通
が
伝
受
し
、
以
後
代
々
の
近
衛
家
の
当
主
に
よ
っ
て
相
承
さ

れ
た
近
衞
家
伝
の
古
今
伝
授
資
料
（
注
略
）
の
お
そ
ら
く
多
く
の
も
の
は
万

治
四
年
正
月
の
京
都
大
火
に
よ
っ
て
院
の
御
文
庫
で
焼
失
す
る
が
、
右
の
元

和
三
年
の
写
し
と
そ
の
書
写
奥
書
と
が
残
っ
た
こ
と
は
さ
い
わ
い
で
あ
る
。

新
井
氏
の
論
を
受
け
て
「
内
外
表
裏
事
」
を
も
と
に
「
宗
祇
流
」
に
つ
い
て
多

く
の
論
文
が
記
さ
れ
た
。『
古
秘
抄
』
に
含
ま
れ
る
「
内
外
表
裏
事
」
に
つ
い
て
鈴

木
元
氏
は
「
宗
祇
流
伝
授
の
初
期
段
階
の
も
の
」
と
し
て
次
の
よ
う
に
言
う
。

同
切
紙
に
よ
れ
ば
「
裏
説
」
の
解
釈
法
で
は
歌
の
余
情
が
失
わ
れ
る
こ
と
も

あ
る
と
述
べ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
二
重
の
解
釈
法
を
全
肯
定
で
は
捉
え
て

い
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、「
裏
説
」の

目
指
す
方
向
が
和
歌
の
余
情
と
は
相
容
れ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
は
か

ら
ず
も
伝
授
に
か
か
わ
っ
た
当
事
者
の
口
か
ら
語
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
解
釈
法
は
、
宗
祇
流
の
特
徴
と
し
て
次
第
に
肥
大
化
し
て

い
く
傾
向
を
見
せ
る
。
故
に
、和
歌
の
余
情
と
対
立
す
る
と
の
自
覚
の
も
と
、

抑
制
的
に
「
裏
説
」
の
導
入
さ
れ
た
こ
の
切
紙
の
説
は
、
宗
祇
流
伝
授
の
初

期
段
階
の
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
3
）

二
　
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本

新
井
氏
に
よ
り
「
宗
祇
流
」
と
さ
れ
た
『
古
秘
抄
』
の
「
内
外
表
裏
事
」
は
、

『
解
題
』
で
は
「
後
水
尾
院
預
り
の
近
衞
流
伝
授
の
正
本
に
比
定
し
得
る
か
」
と
さ

れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
宗
祇
を
継
承
す
る
古
今
切
紙
を
参
照
し
て
も
「
内
外
表

裏
事
」
は
見
出
せ
な
い
。「
内
外
表
裏
事
」
は
宗
祇
か
ら
直
接
伝
受
し
た
門
弟
へ
の

古
今
伝
受
で
は
相
伝
さ
れ
な
か
っ
た
と
推
定
で
き
る
。
同
書
は
智
仁
親
王
の
奥
書

に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

或
人
近
衞
後
法
成
寺
御
抄
并
肖
柏
聞
書
等
六
冊
在
之
、
一
覧
之
次
、
此
一
冊

無
所
持
之
故
、
一
日
之
中
二
度
院
参
之
間
、
令
書
写
、
重
而
可
書
改
者
也

　
　

元
和
三
年
八
月
十
六
日
未
刻
書
了　
　
　
　

李
部

「
元
和
三
年
」と
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
智
仁
親
王
は
既
に
細
川
幽
斎
所
持
の
古

今
伝
受
資
料
の
書
写
を
終
了
し
て
い
る
。
こ
の
奥
書
を
検
討
す
る
と
『
解
題
』
の

い
う
通
り
、「
古
今
伝
受
以
後
、
智
仁
親
王
が
親
ら
諸
処
の
伝
受
資
料
（
切
紙
類
）

を
蒐
集
し
た
」
も
の
で
あ
ろ
う
。
す
る
と
、
細
川
幽
斎
が
継
承
し
て
智
仁
親
王
に

相
伝
し
た
古
今
伝
受
の
内
容
と
は
異
な
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、「
或
人
近
衞
後
法

成
寺
御
抄
并
肖
柏
聞
書
等
六
冊
在
之
、
一
覧
之
次
、
此
一
冊
無
所
持
之
故
」
と
あ

る
か
ら
、
こ
こ
で
親
王
が
書
写
し
た
の
は
「
無
所
持
」
の
一
冊
と
推
定
で
き
る
。

「
近
衞
後
法
成
寺
御
抄
」「
肖
柏
聞
書
」
は
、
す
で
に
書
写
し
て
い
る
か
ら
、
そ
れ

以
外
の
一
冊
で
あ
ろ
う
。
ま
た
「
元
和
三
年
八
月
十
六
日
」
に
は
、
後
水
尾
天
皇

は
在
位
中
で
あ
り
「
院
」
は
後
水
尾
院
で
は
な
く
後
陽
成
院
で
あ
ろ
う
。
す
る
と

（
4
）
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三

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
古
秘
抄
』
は
「
後
水
尾
院
預
り
の
近
衞
流
伝
授
の
正
本
」
で

は
な
い
と
推
定
で
き
る
。
本
書
が
「
後
水
尾
院
預
り
の
近
衞
流
伝
授
の
正
本
」
と

異
な
る
以
上
、『
古
秘
抄
』
と
宗
祇
と
の
関
係
は
改
め
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ

う
。

三
　
陽
明
文
庫
蔵
『
古
秘
抄
別
本
』

新
井
栄
蔵
氏
は
、
宗
祇
流
の
裏
説
を
記
し
た
陽
明
文
庫
蔵
「
古
秘
抄
」
を
「
近

衞
流
古
今
伝
授
切
紙
」
と
し
て
影
印
で
紹
介
さ
れ
た
。
だ
が
、
海
野
圭
介
氏
の
研

究
に
よ
る
と
、
同
書
は
陽
明
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
は
い
る
が
、
近
衞
家
に
伝
来
し

た
の
で
は
な
く
、
後
西
院
蔵
本
を
基
熈
が
書
写
し
た
こ
と
に
よ
り
、
近
衞
家
に
所

蔵
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。『
古
秘
抄
別
本
』
が
「
近
衞
流
古
今
伝

授
切
紙
」で
あ
る
こ
と
の
根
拠
に
つ
い
て
、
こ
こ
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。「
書
陵

部
に
も
同
様
の
物
が
あ
る
」
と
す
る
が
、
新
井
氏
が
「
区
別
す
る
た
め
に
別
本
と

副
題
し
て
お
く
」
と
さ
れ
る
よ
う
に
、
両
者
は
別
な
書
物
で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ

と
か
ら
、『
古
秘
抄
別
本
』
が
「
近
衞
流
古
今
伝
授
切
紙
」
で
あ
る
根
拠
は
、『
古

秘
抄
別
本
』
か
ら
は
見
出
せ
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。『
古
秘
抄
別
本
』「
内
外
表
裏

事
」
に
は
、
宗
祇
を
継
承
す
る
確
証
は
見
ら
れ
な
い
。

『
古
秘
抄
別
本
』
に
は
、
宗
祇
を
継
承
す
る
三
条
西
実
隆
・
肖
柏
の
切
紙
に
見

ら
れ
た
道
統
を
示
す
系
図
、
切
紙
の
寸
法
を
記
し
た
切
紙
が
見
ら
れ
ず
、
い
か
な

る
道
統
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
た
も
の
か
が
明
ら
か
で
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
古
今

伝
受
に
お
い
て
切
紙
と
し
て
相
伝
さ
れ
た
資
料
か
ど
う
か
も
定
か
で
は
な
い
。
ま

（
5
）

た
、
三
鳥
に
つ
い
て
は
繰
り
返
し
記
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
三
木
に
つ
い
て
は

一
度
の
み
で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
『
古
秘
抄
別
本
』
は
、
宗
祇
の
古
今
伝

受
を
直
接
継
承
し
た
実
隆
・
肖
柏
・
近
衞
尚
通
の
切
紙
と
は
か
け
離
れ
て
い
る
と

い
え
よ
う
。

新
井
栄
蔵
氏
が
「
宗
祇
流
」
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
た
後
、
宗
祇
の
古
今
伝
受
を

直
接
継
承
す
る
三
流
の
古
今
切
紙
（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
）、
宗
祇
か
ら
三
条
西
実

隆
に
伝
え
ら
れ
た
古
今
伝
受
資
料
（
早
稲
田
大
学
蔵
）
な
ど
が
次
々
と
影
印
・
翻

刻
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
か
ら
、「
門
弟
随
一
」
と
し
て
宗
祇
の

古
今
伝
受
を
継
承
し
た
の
は
三
条
西
実
隆
で
あ
り
、
実
隆
以
外
に
肖
柏
・
近
衞
尚

通
が
宗
祇
か
ら
直
接
古
今
伝
受
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
一
方
、
新
井
氏

が
「
宗
祇
流
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
『
古
秘
抄
』
な
ど
の
資
料
は
、
宗
祇
と
の
関

係
が
不
明
で
あ
り
、「
新
宗
祇
流
」
あ
る
い
は
「
近
世
宗
祇
流
」
と
も
言
う
べ
き

も
の
で
あ
る
。
宗
祇
か
ら
の
道
統
が
明
ら
か
な
直
系
の
宗
祇
流
こ
そ
、「
宗
祇
流
」

と
称
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
で
あ
ろ
う
。

注（
1
）　
「
古
今
伝
授
と
東
氏
」（『
東
常
縁
』
一
九
九
四
年　

和
泉
書
院
）

（
2
）　
「
宗
祇
流
の
古
今
集
注
釈
に
お
け
る
「
裏
説
」
に
つ
い
て
―
古
今
伝
授
史
私
稿
―
」

（『
文
学
』
昭
54
・
7
）、「
古
秘
抄
別
本
」
の
諸
本
と
そ
の
三
木
三
鳥
の
伝
と
に
つ
い

て
―
古
今
伝
授
史
私
稿
―
」（『
和
歌
文
学
研
究
』
昭
52
・
3
）、「〈
影
印
〉
陽
明
文

庫
蔵
古
秘
抄
―
別
本
」（『
叙
説
』
昭
54
・
10
）

（
3
）　
「
古
今
伝
授
は
和
歌
を
進
展
さ
せ
た
か
」（『
中
世
詩
歌
の
本
質
と
連
関
』平
24　

竹

林
舎
）
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四

（
4
）　
「
宗
祇
を
継
承
す
る
三
流
の
古
今
切
紙
」（『
中
京
大
学
国
際
教
養
学
部
論
叢
』）「
宗

祇
を
継
承
す
る
古
今
切
紙
と
『
古
秘
抄
別
本
』」（
同　

平
30
・
3
）

（
5
）　
「
東
山
御
文
庫
蔵
『
古
今
集
相
伝
之
箱
入
目
録
』・
同
『
追
加
』
考
―
古
今
伝
受
後

の
後
西
院
に
よ
る
目
録
の
作
成
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
古
代
中
世
文
学
論
考
』
6　

平

13
・
10　

新
典
社
）


